
中１年 解答とポイント

１学期 確認問題（正負の数・文字と式）

学年 組 氏名

１ 計算しやすい方法を考えて，次の計算をしなさい。くふうした方法を余白にかきなさ

い。

（１） （＋107）＋（－６）＋（－７）＋（－94）

＝（＋107）＋（－７）＋（－６）＋（－94）

＝（＋１００）＋（－１００）

＝０

（２） ５－６－８＋１

＝５＋１－６－８

＝６－６－８

＝－８

（３） （－５）×11×（－２）

＝（－５）×（－２）×11

＝10×11

＝110

２ Ａさんは，次の計算を簡単に計算したいと考えています。どのようなくふうをすれば

いいか，Ａさんにアドバイスしましょう。計算の答えも求めなさい。

５８×（－６）＋５８×（－４）

アドバイス

分配法則を使って，はじめに（－６）＋（－４）を計算する

58×｛（－６）＋（－４）｝

＝58×（－10）

＝－580

答 －580

３ 次のア～オのうち，a に０以外のどんな数を代入しても，次の値がいつも正の数にな
るものをすべて選びなさい。

ア，－ a イ，a ２ ウ，－ a ２ エ，（－ a ２ ）２ オ，－（－ a）

答 イ ， エ

得 点

加法の交換法則や結合法則
を使って，100をつくった。

加法の交換法則や結合法則
を使って，0をつくった。

加法の交換法則を使って，
10をつくった。

【ポイント】
・「分配法則を使って－６と－４
をはじめに計算する」ことが
分かるようにかいている。



長方形の面積

４ 縦が a ㎝，横が b ㎝の長方形で，次の式はどのような数量を表していますか。

（１） ab （２） ２（a ＋ b）

答 （１） （２）長方形の周の長さ

５ 右の図のように，碁石を並べて正方形をつくっていきます。１辺に並べる碁石を４個

とするとき，次の問いに答えなさい。

（１）正方形を５個つくるとき，

碁石は何個必要ですか。

答 ４４ 個

（２）正方形を x 個つくるとき，碁石は何個必要ですか。どのように考えて求めたかを，
説明しなさい。

求め方

左の分け方から，

碁石の個数は（４＋８ x ）個である。
↑ ↑

４個 ８個のブロックを x 個並べていく。 答 ４＋８ x 個

（３）Ａさんは，正方形を x 個つくるとき碁石の数を求めるのに，次のような式を立て
ました。Ａさんの考え方を説明しなさい。

考え方

１個の正方形に碁石を12個使い，それが x 個あるとすると，

碁石の個数は，12x である。しかし，正方形と正方形の間には，４個の碁石で十分な

ので，重なる４個分を引く。x 個の正方形をつくるときには，重なるところが

（x －１）箇所あるので，４（x －１）となる。よって，１２ x －４（x －１）とい
う式になった。

１２ x －４（x －１）

・・・・・・・・

・・・・・・・・

【ポイント】
・碁石の分け方が分かるように
かいている。

・式の表す数の説明をかいてい
る。

・碁石の数え方を，図をかいて
説明している。

【ポイント】
・式の中の数や文字が何を表し
ているのかが分かるようにか
いている。

・「重なる部分をひく」ことが分
かるようにかいている。


